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米
国
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
の
ホ
ワ
イ
ト
・
ヘ
ブ
ン
・
サ
ナ
ト
リ

ウ
ム
は
、
貧
困
な
結
核
患
者
の
た
め
に
造
ら
れ
、
ト
ル
ー
ド
ー
・

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
共
に
、
二
○
世
紀
前
半
の
米
国
の
結
核
医
療
を

支
え
た
中
心
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
日
本
で
は
全
く
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
。
演
者
は
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
學
で
こ
の
事
実
を

知
り
、
大
き
な
感
銘
を
受
け
た
の
で
、
こ
の
療
養
所
と
創
設
者
に

つ
い
て
紹
介
す
る
。
な
お
米
国
の
結
核
死
亡
率
は
一
八
七
○
年
に

入
り
減
少
し
始
め
た
が
、
罹
患
率
は
な
お
増
加
を
続
け
、
特
に
経

済
的
に
に
貧
し
い
移
民
の
問
に
患
者
は
多
く
、
結
核
救
済
活
動
が

始
め
ら
れ
て
い
た
。

フ
リ
ッ
ク
医
師
の
活
動

フ
リ
ッ
ク
は
聖
職
を
志
し
た
が
、
結
核
に
罹
患
し
た
た
め
断
念

し
、
医
学
に
転
じ
た
。
一
八
七
九
年
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
医
科
大
学

１
ホ
ワ
イ
ト
・
ヘ
ブ
ン
・
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
と

ロ
ー
レ
ン
ス
．
Ｆ
・
フ
リ
ッ
ク
医
師

青
木
國
雄

（
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
市
）
を
二
十
三
歳
で
卒
業
し
た
が
、
結
核
が

再
発
し
、
米
国
各
地
で
転
地
療
養
を
し
た
。
一
八
八
三
年
、
彼
は

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
市
内
中
心
部
の
パ
イ
ン
街
で
結
核
専
門
の
診

療
所
、
特
に
貧
困
結
核
患
者
を
対
象
に
診
療
を
始
め
た
。
貧
困
者

に
転
地
や
入
院
療
養
は
不
可
能
で
あ
り
、
居
住
地
で
治
療
と
予
防

を
考
え
た
。
彼
は
患
者
に
治
療
や
看
護
の
方
法
を
教
え
る
と
共

に
、
低
栄
養
に
対
し
て
牛
乳
な
ど
を
無
料
で
与
え
、
清
潔
を
守
ら

せ
た
。
や
が
て
彼
は
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ
の
結
核
菌
発
見
を
知

り
、
結
核
対
策
は
感
染
予
防
が
第
一
と
考
え
た
。
感
染
説
を
否
定

す
る
医
師
が
多
か
っ
た
時
代
で
あ
る
。
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
市
の

聖
・
ジ
ョ
セ
フ
教
会
の
ジ
ョ
ン
・
サ
カ
リ
ー
尊
師
は
仲
間
と
共
に

貧
し
い
結
核
患
者
の
救
済
に
あ
た
っ
て
い
た
の
で
、
フ
リ
ッ
ク
も

参
画
、
や
が
て
そ
の
対
策
の
指
導
者
と
な
っ
た
。
そ
し
て
感
染
予

防
の
た
め
、
重
症
患
者
を
病
院
に
送
り
費
用
を
負
担
す
る
と
い
う

対
策
を
た
て
、
一
八
九
五
年
二
月
二
十
一
日
か
ら
始
め
、
一
九
○

○
年
ま
で
の
五
年
間
で
三
八
一
人
の
患
者
を
入
院
さ
せ
、
そ
の
費

用
一
八
、
六
二
八
・
二
ド
ル
を
募
金
で
支
払
っ
た
。
や
が
て
自
か

ら
の
療
養
所
を
建
て
、
患
者
を
収
容
し
よ
う
と
企
画
し
た
。
幸
い

募
金
や
寄
付
金
で
ア
パ
ラ
チ
ア
山
脈
の
一
角
ポ
コ
ノ
の
レ
ハ
イ
河
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に
沿
っ
た
ホ
ワ
イ
ト
・
ヘ
ブ
ン
と
い
う
土
地
二
一
五
エ
ー
カ
ー
を

購
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ホ
ワ
イ
ト
・
ヘ
ブ
ン
結
核
療
養
所

は
じ
め
、
山
の
東
北
側
、
中
腹
に
小
さ
な
療
養
コ
テ
イ
ジ
（
小

屋
）
と
、
台
所
、
食
堂
、
納
屋
と
従
業
員
の
家
を
建
て
、
定
員
四

○
人
の
収
容
に
当
て
た
。
一
九
○
一
年
八
月
の
こ
と
で
あ
る
。
ま

ず
一
人
の
管
理
人
と
コ
ッ
ク
を
依
頼
し
、
三
人
の
志
願
患
者
を
入

所
さ
せ
た
。
実
験
に
も
等
し
い
計
画
と
危
ぶ
む
人
が
多
か
っ
た
時

代
で
あ
っ
た
。
結
果
は
良
好
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
管
理
者
の
家

と
食
堂
、
電
力
、
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
の
他
、
上
水
や
下
水
を
整
備
、

授
産
場
と
し
て
養
鶏
場
も
作
っ
た
。
五
年
後
に
は
近
代
的
な
病
室

を
た
て
た
。
交
通
の
便
も
良
く
な
り
、
患
者
数
は
年
間
六
○
○
人

を
こ
し
、
市
内
の
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
大
學
で
の
入
院
患
者
の
三
倍

に
な
っ
て
い
た
。
や
が
て
、
さ
ら
な
る
寄
付
金
を
得
て
、
近
代
的

な
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
建
設
で
き
た
。
大
學
、
研
究
所
の
有
名
な
経

験
の
あ
る
医
師
を
無
償
で
診
療
奉
仕
を
依
頼
し
、
ま
た
研
究
成
果

も
治
療
に
反
映
さ
せ
て
い
た
。
看
護
学
校
を
つ
く
り
療
養
専
門
の

看
護
ス
タ
ッ
フ
を
養
成
し
、
米
国
屈
指
の
結
核
療
養
所
と
な
っ

た
。
後
に
有
料
の
患
者
も
収
容
し
た
が
、
そ
れ
で
も
資
金
集
め
に

は
絶
え
ず
苦
労
を
し
て
い
た
。

第
六
回
の
国
際
結
核
病
学
会
が
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
催
さ
れ
た
と

き
に
は
、
世
界
各
地
の
学
者
が
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ブ
ン
療
養
所
を
訪
問

し
、
そ
の
偉
業
を
讃
え
た
。
時
の
大
統
領
、
テ
オ
ド
ー
ル
・
ル
ー

ズ
ベ
ル
ト
は
賞
状
と
一
○
○
○
ド
ル
の
賞
金
を
贈
っ
て
賞
賛
し

た
。

一
九
○
一
年
か
ら
一
九
四
一
年
ま
で
二
五
、
三
三
五
名
の
患
者

を
収
容
し
、
年
間
平
均
は
六
一
七
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
療
養
所
へ

寄
付
さ
れ
た
数
多
く
の
篤
志
家
の
名
が
き
ざ
ま
れ
て
い
た
。
鉄
鋼

王
の
一
人
ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ィ
ッ
プ
ス
や
ジ
ュ
・
ポ
ン
財
団
の
ピ
エ

ー
ル
・
ジ
ュ
・
ポ
ン
も
そ
の
中
に
あ
る
。

こ
の
療
養
所
は
一
九
四
六
年
ま
で
続
け
ら
れ
、
結
核
患
者
の
激

減
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
。
フ
リ
ッ
ク
医
師
は
一
九
三
八
年
、
何
の

栄
誉
も
受
け
る
こ
と
な
く
こ
の
世
を
去
っ
た
。
医
師
、
経
営
者
、

博
愛
者
と
し
て
傑
出
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。

（
愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
・
名
古
屋
公
衆
医
学
研
究
所
）


